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塩竈市教育委員会定例会会議録 
 
◆日 時   令和７年２月１２日(水) 午後２時３０分～午後４時３０分 
 
◆場 所   市民交流センター 第２・３会議室 
 
◆出席委員 

教 育 長 黒田  賢一 教育長職務代理者 髙橋  輝兆 

委 員 松田  攝子 委 員 佐 藤  香 

委 員 菅井  信吉   
 
◆事務局 

教 育 部 長 末 永  量 太 次長兼教育総務課長 櫻下  真子 

参事兼学校教育課長 松﨑 和佳子 生涯学習課長 郷 古  勝 浩 

教育総務 課 

課長補佐兼教育総務係長 
鈴木  亮平 教育総務係主査 片 山 太 郎 

教育総務係主事 亀 山 侑 可   
 
◆定例会次第 

 １ 開会 

 ２ 前回会議録の承認 

 ３ 会議録署名委員の指名 

 ４ 教育長報告 

   ①本市の教育活動の状況 

５ 専決処分報告 

①令和６年度塩竈市一般会計補正予算のうち教育に関する事務にかかる

部分について（１月補正） 

②令和７年度塩竈市一般会計当初予算のうち教育に関する事務にかかる

部分について 

③令和６年度塩竈市一般会計２月補正予算のうち教育に関する事務にか

かる部分について 

６ 議案 

①県費負担教職員(校長、教頭及び主幹教諭)の任免に関する 

内申について 

７ その他報告 

①総務教育常任委員協議会報告案件について 

②学校規模の適正化等に関する方針（案）について 

③塩竈版「こどハピ」について 

④塩竈市スポーツ賞・スポーツ奨励賞表彰式について 

⑤内部統制制度の導入について 

８ 閉会  



１ 開会 午後２時３０分 

 

２ 前回会議録の承認 

佐藤委員から報告、承認 

 

３ 会議録署名委員の指名 

  松田委員と菅井委員を指名 

 

４ 教育長報告（資料１） 

  黒田教育長から、以下のことについて報告 

  ①本市の教育活動の状況 

〔主な質疑〕 

    なし 

 

５ 専決処分報告（資料２） 

 各課長から、以下のことについて報告 

①令和６年度塩竈市一般会計補正予算のうち教育に関する事務にかかる

部分について（１月補正） 

②令和７年度塩竈市一般会計当初予算のうち教育に関する事務にかかる

部分について 

③令和６年度塩竈市一般会計２月補正予算のうち教育に関する事務に係

る部分ついて 

〔主な質疑〕 

    松田委員 令和 7年度の給食費は対 6年度比で増加するとのことだ

が、本件については給食審議委員会の中で承認されている

ものか。 

 

    櫻下課長 2/5に開催した学校給食運営連絡会において承認されたも

のとなっている。 

 

    菅井委員 一人一台端末の整備については、現在使用している iPad

を引き続き更新していくのか、またタブレットケースにつ

いても整備するのか。 

 

    櫻下課長 端末については教員アンケートを実施し、現行の iPadの

継続利用希望が多かったことから、iPadを引き続き整備す

ることで検討している。また、ケースについても今回の調

達と一体的に行うこととしている。 

 



    松田委員 一人一台端末の整備に当たって、予算内訳としてミナト塩

竈まちづくり基金の繰り入れとあるがどのような整理か。 

 

    櫻下課長 基金の充当については、当該事業が基金の使途に合致する

ものであることから、財政課の判断により充当されること

となっている。 

 

    髙橋委員 一人一台端末については何年に１度更新する予定なのか。 

 

    櫻下課長 ５年に１度を想定している。 

 

    松田委員 一人一台端末で整備したものについて、５年以上は使えな

いのか。 

 

    櫻下課長 ５年経過後に直ちに使用できなくなるものではないが、機

器の劣化をはじめ、長期的に使用することによる容量不足

や OSのサポート切れによるセキュリティ面での問題等様々

な不具合が生じるため、５年で更新する必要がある。 

 

    菅井委員 一人一台端末で現在使用している機器の下取りについて

は、本予算に含まれるのか。 

 

    櫻下課長 本予算案には含まれない。現在使用している端末について

は、新端末の利用が開始される令和８年４月１日以降に、

売り払う計画となっている。 

 

    松田委員 新たな端末を導入する際には初期設定など様々作業が増え

るのと思われるが必要な支援はあるか？ 

 

    櫻下課長 納入事業者や ICT支援員等と連携しながら極力現場に負担

がかからないよう努めたいと考えている。 

 

松田委員 情報教育推進事業について、市として情報教育について非

常に手厚く実施されること、喜ばしく思う。新たなＡＩ型

ドリルの導入や、授業支援ツール、特別支援用のツール、

教員向け研修といった多方面による施策を展開いただき、

非常に感謝する。 

 

    菅井委員 中之島公園の遊歩道整備について、100メートルのアスフ

ァルト舗装とのことだが、公園の外周を舗装するわけでは

ないのか。 



 

    郷古課長 １周は 800メートルあるが、予算の都合上まずは 100メー

トル分を舗装することとしている。 

 

    菅井委員 文化財保護費についてはどのような内容か。 

 

    郷古課長 文化財保護費には発掘調査事業費と文化財保存活用地域計

画策定事業の２種類がある。調査事業については当初想定

されていた調査を行う必要がなくなったため、減額するも

のである。地域計画策定事業については、現在本市では当

該地域計画を策定しており、その必要経費について計上す

るもので、令和７年度中に委員の皆様にも素案をお示しで

きるものと考えている。 

 

６ 議案（資料３） 

  議案第１号 教職員の人事については、秘密会にて審議 

（秘密会の会議録については、別途作成） 

 

７ その他報告（資料４） 

 各課長から、以下のことについて報告 

①総務教育常任委員協議会報告案件について 

〔主な質疑〕 

    なし 

 

 松﨑学校教育課長から、以下のことについて報告 

②学校規模の適正化等に関する方針（案）について 

〔主な質疑〕 

    松田委員 パブリックコメントで市民に示す資料はどのような内容

か。 

 

    末永部長 審議会の答申の内容を踏まえたうえで、市としての方針案

を作成して示していきたい。成案については全文掲載版と

概要版との２種類を示していきたい。 

 

    菅井委員 保護者に対してはどのように情報共有するのか。 

 

    末永部長 保護者への情報提供については、パブリックコメントを経

て作成する「完成版」としてのたたき台の部分をお示しす

る予定。時期としては４月以降になると考えている。 

 



    佐藤委員 保護者には、パブリックコメントを実施している旨などに

ついても、事前に学校だより等でお示しいただいた方が、

不安を和らげるという意味でも必要ではないか。 

 

    末永部長 保護者に対しては学校を経由して進捗状況等について共有

していきたい。 

 

    松田委員 方針（案）の中に「地域への配慮」との記載があるが、学

校運営協議会の意見も入れながら、進める必要があると思

うがいかがか。 

 

    松﨑課長 これまでの検討委員会には学校運営協議会の会長にも出席

いただいている。また令和４年度に実施した学校との意見

交換の際にも出席いただいている。今後も、引き続き地域

の皆様との情報共有を行っていきたい。 

 

    髙橋委員 今後、協議会のメンバーが集まって議論をすることはある

のか。 

 

    末永部長 現段階で決まったものはない。一方で、本市の長期総合計

画では策定時に参画いただいたメンバーに計画期間内での

途中経過の報告や事業評価をいただく機会を設けていた

が、本事業においても同様の手法を導入することについて

も検討したい。 

 

 

 郷古生涯学習課長から、以下のことについて報告 

③塩竈版「こどハピ」について 

④塩竈市スポーツ賞・スポーツ奨励賞表彰式について 

〔主な質疑〕 

    なし 

 

 財政課荒井主幹から、以下のことについて報告 

⑤内部統制制度の導入について 

〔主な質疑〕 

    菅井委員 本制度の導入によって、ミスや不正の発覚が早まるという

認識でいいのか。 

 

    荒井主幹 お見込みのとおり。重大な不備が発生した場合、本部への

報告義務が生じるような事務処理となる。報告の中には事

実の報告のみならず、どのように善処するか、発生を予防



する方策はどうするか、といった点も報告させるものとな

っている。 

 

    松田委員 今後の予定のところで、説明会・研修会が予定されている

とのことだが、対象はどこか。 

 

    荒井主幹 全職員が対象となる。 

 

    髙橋委員 本制度導入後には事務フローのチェック体制として、所管

課以外の部署が事務フローをチェックするような、ダブル

チェックの体制となるのか。 

 

    荒井主幹 ダブルチェックという機能は持ち合わせていない。あくま

でも発生したものに対する評価と改善に向けた方策を定め

ていくことが主となるので、基本的なチェック体制の責任

は各部署にある。またそのほかには、業務改善や効率化を

図ろうとすることも本制度の目的にはあり、業務マニュア

ル等を作成することで改善・効率化につなげようとする意

味合いもある。 

 

８ 閉会 午後４時３０分 

 

≪会議録署名委員≫ 

 

（松田委員） 

 

（菅井委員） 


